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吾日

武

彦

は

し

3 

カ2

律
令
制
時
代
の
官
制
あ
る
い
は
律
令
官
人
の
問
題
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
数

多
く
の
研
究
が
あ
る
。
特
に
近
年
律
令
官
人
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
が
行

な
わ
れ
、
ご
く
最
近
に
も
、
野
村
忠
夫
氏
の
「
律
令
官
人
の
構
成
と
出
自
」

ヘ
律
令
国
家
の

J

R

U

(
基
礎
構
造
、
直
木
孝
次
良
氏
の
「
律
令
官
告
に
於
け
る
皇
親
勢
力
の
一
考

察
」
(
胴
)
、
喜
田
新
六
氏
の
「
令
制
官
吏
の
成
績
審
査
と
位
階
昇
進
規
定
」

ヘ
中
央
大
学
文
学
J

(
部
紀
要
一
一
一
号
、
}
等
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
以
っ
て
律
令
時
代
の
官
人
構
成
の
特
色

が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
私
も
こ
こ
に
負
名
氏
と
律
令
官
人
制
と
題
し

て
、
古
代
官
僚
制
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

大
宝
令
の
官
制
は
二
官
八
省
及
び
弾
正
台
を
以
っ
て
最
も
重
要
な
部
分
と
し

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
制
度
の
制
定
に
当
た
つ

て
は
、

わ
が
国
の
特
殊
事
情
及
び
大
化
改
新
以
後
の
経
過
を
顧
み
た
こ
と
も
少

な
く
な
か
っ
た
が
、
然
し
唐
の
制
度
た
る
三
省
六
部
九
寺
五
監
御
史
台
に
模
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
又
従
来
説
か
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
従
っ
て
諸
官
司

は
唐
制
の
ご
と
く
長
官
次
官
判
官
主
典
の
所
謂
四
等
官
を
以
っ
て
組
織
す
る
こ

と
を
通
則
と
し
た
。
こ
の
四
等
官
人
が
律
令
官
人
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い

北
大
文
学
部
紀
要

も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
下
に
史
生
・
掌
・
そ
の
他

師
・
博
士
・
伴
部
・
使
部
・
直
丁
等
数
多
く
の
下
層
官
人
が
あ
り
、
そ
の
数
は
勿
論

こ
れ
ら
下
層
官
人
の
数
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
(
律
令
官
人
の
数
に
つ
い

て
は
直
木
孝
次
郎
氏
の
調
査
し
た
も
の
が
あ
る
。
同
氏
「
律
令
官
制
に
於
け
る

皇
親
勢
力
の
一
考
察
」
参
照
)
。
と
こ
ろ
で
こ
の
四
等
官
人
の
構
成
と
大
化
前
代

の
貴
族
層
と
の
関
係
は
普
通
次
の
如
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
坂
本
太
郎

博
士
は
「
推
古
天
皇
の
頃
か
ら
、
官
人
を
総
称
し
て
臣
連
伴
造
国
造
百
八
十
部

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
伴
造
は
部
か
ら
離
れ
た
上
級
官
人
で
あ
り
、
百

八
十
部
は
部
の
実
務
に
職
掌
し
た
事
務
官
僚
で
あ
ら
う
。
律
令
官
制
は
こ
の
百

八
十
部
の
令
前
官
制
を
下
部
構
造
と
し
、
上
級
に
壮
麗
な
る
四
等
官
口
問
官
の
制

度
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
」
ヘ
「
古
代
に
於
け
る
雑
色
人
の
意
義
〕
o

こ
の
こ
と
は

戸
に
つ
い
て
」
史
学
雑
誌
六
一
ノ
六
」

他
の
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
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有
名
な

大
化
二
年
八
月
葵
酉
の
詔
に
、
従
来
臣
連
伴
造
国
造
の
所
有
し
て
い
た
品
部
を

廃
止
し
て
国
家
の
民
と
な
し
、
そ
の
か
わ
り
に
彼
等
を
新
し
い
官
僚
と
し
て
採

用
す
る
と
あ
り
、

」
の
詔
に
よ
っ
て
も
上
の
見
解
は
支
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
の
如
く
律
令
官
人
に
は
大
化
前
代
の
臣
連
伴
造
な
ど
云
わ
れ
た
貴
族
が

任
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
令
の
規
定
で
は
、
こ
れ
ま
た
周
知
の
如
く
官
吏
は

徳
行
採
用
主
義
の
立
場
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
養
老
選
叙
令

に
よ
れ
ば

「
凡
応
ν

選
者
、
皆
審
ニ
状
遮
-
、
錘
擬
之
日
、
先
尽
一
一
徳
行
¥
徳
行

問
、
取
一
一
才
用
高
者
一
、
才
用
同
、
取
ニ
労
効
多
者
こ
と
規
定
し
て
あ
る
。
か
く

の
如
く
令
の
規
定
に
は
徳
行
採
用
主
義
で
一
般
に
広
く
門
が
聞
か
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
官
人
に
な
り
得
る
家
柄
は
大
体
定
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
昇
り
得
る
位
階
の
限
度
も
そ
の
家
柄
・
出
自
に
よ
っ
て
大
体
決
っ
て
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人
制
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部

、
こ
へ
調
印
村
忠
夫
「
律
令
官
人
の
構
成
と
出
)
。
そ
し
て
こ
の
点
が
古
代
官
僚
と
近
代

7
f
自
」
律
令
国
家
の
基
礎
構
造
・
な
ど
」

官
僚
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
も

し
こ
の
よ
う
に
律
令
官
人
が
古
代
の
伝
統
と
出
自
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る

と
す
る
な
ら
ば
、
律
令
時
代
の
官
職
と
官
人
に
も
、
同
じ
よ
う
に
古
代
の
伝
統

が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
官
職
に
つ
い
て
い
え
ば
、
律
令
制
官
職
の
多
く
は
唐
の
制
度
に
倣
っ
た

し
か
し
そ
の
な
か
に
は
か
な
り
日
本
古
来
の
官
職
が
採
用
さ

も
の
で
あ
る
が
、

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
神
祇
官
と
か
宮
内

省
の
内
膳
司
、
造
酒
司
、
采
女
司
、
主
水
司
、
笛
陶
司
等
は
大
化
前
代
の
伴
造

制
度
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
そ
う
い
う
官
司
に
は
長

官
・
次
官
・
判
官
・
主
典
・
史
生
・
使
部
・
直
丁
と
い
う
構
成
員
の
外
に
古
い

伴
造
制
度
と
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
伴
部
・
品
部
雑
戸
等
が
附
属
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。
市
し
て
こ
れ
ら
伴
部
が
古
い
伝
統
を
持
っ
た
負
名
氏
の
入
色
者
を
以

っ
て
あ
て
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、

」
こ
に
問
題
は
果
し
て
そ
う

し
た
官
司
に
於
い
て
、
官
人
と
し
て
主
要
部
を
占
め
る
四
等
官
官
人
が
、
過
去

の
伝
統
に
よ
っ
て
特
殊
な
氏
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
そ
れ
を
ま
ず
問
題
に
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
と
い
う
の
は
官
位
令
・

職
員
令
・
選
叙
令
等
を
見
て
も
、
特
殊
な
官
職
の
四
等
官
人
に
特
殊
な
人
を
任

用
す
る
規
定
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
選
叙
令
に
は
「
凡
同
司

主
典
以
上
、

不
ν
得
ν
用
ニ
三
等
以
上
親
一
」
と
あ
っ
て
特
定
の
同
一
家
乃
至
氏
に

よ
っ
て
、
同
一
官
職
の
四
等
官
に
二
人
以
上
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て

い
る
。
従
っ
て
令
制
の
立
場
で
は
す
べ
て
の
官
職
は
律
令
官
人
一
般
に
平
等
に

開
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
と
い
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
実
際
に
は
矢
張
り
官
職
に
よ
っ
て
は
、
過
去
の
伝
統
が
顧
慮
せ
ら
れ
た

も
の
の
如
く
で
、
次
に
あ
げ
る
も
の
は
そ
の
例
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う

内

膳

司

'
i
 

令
制
で
は
各
官
衝
の
官
員
を
長
官
次
官
判
官
主
典
の
四
等
に
分
ち
、
用
字
は

官
街
に
よ
っ
て
異
な
る
が
す
べ
て
カ
ミ
・
ス
ケ
-
ジ
ヨ
ウ
・
サ
カ
ン
と
呼
ん
だ
。

例
え
ば
省
は
卿
・
輔
・
丞
・
録
の
字
を
用
い
、
寮
は
頭
・
助
・
允
・
属
、
可
は

長
官
は
正
、
次
官
を
欠
い
て
判
官
を
佑
、
主
典
を
令
史
と
書
い
て
い
る
。
従
っ
て

内
膳
司
も
普
通
な
ら
ば
正
・
佑
・
令
史
の
名
称
を
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
内
膳
司
に
限
っ
て
令
に
は
、
奉
膳
二
人
(
掌
下
惣
ニ
知
御
膳
一
、
進
食
先
嘗
事
上
)

典
膳
六
人
(
掌
下
造
二
供
御
膳
-
調
中
和
庶
味
寒
温
之
節
上
)
令
史
一
人
と
あ
る
o

こ

れ
は
必
ず
何
等
か
特
殊
の
事
情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
情
と
は
大

-84 -

化
前
代
に
ま
で
遡
る
特
殊
な
氏
族
の
職
掌
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
続
日

本
紀
神
護
景
雲
二
年
二
月
葵
巳
条
に

「准
ν
令
以
ニ
高
橋
安
曇
二
氏
『
任
=
内
膳

司
-
者
為
ニ
奉
膳
一
、
、
其
以
ニ
他
氏
-
任
ν
之
者
、
宜
ν
為
ν
正
」
と
あ
り
、
他
に
職
員

令
集
解
内
膳
司
典
膳
の
注
、
及
び
延
喜
式
の
式
部
式
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
が

あ
る
P

高
橋
安
曇
両
氏
が
大
化
前
代
よ
り
膳
職
に
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
は
有
名

で
、
例
え
ば
高
橋
氏
文
に
は
、
「
天
皇
(
景
行
)
加
大
御
言
良
麻
宣
波
子
孫
等
乎

止

久

波

長
世
乃
膳
職
乃
長
一
止
上
総
国
乃
長
止
淡
国
乃
長
止
余
氏
波
万
介
太
麻
波
天
云
云
」

毛

毛

と
あ
っ
て
そ
の
伝
統
の
古
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
い
ま
続
日
本
紀
に
よ
っ
て

内
膳
司
の
奉
膳
・
正
に
任
命
さ
れ
た
も
の
を
年
代
順
に
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ

ヲ

Q
o

高
橋
朝
臣
子
老
(
叩
4
5宮
山
.
)
高
橋
朝
臣
老
麻
呂
(
弐
肝
1
鮮
駄
)
布
勢
王
(
開
諜



一・
4
E
)安
曇
宿
禰
諸
継

(Ji一
回
目
十
)
山
辺
王
(
一
一
白
旧
民
)
安
曇
宿
禰
浄
成
(
世
白

三
・
)
高
橋
朝
臣
祖
麻
呂
へ
宝
亀
十

-L

部

一

〈

巳

」

三

ハ

・

辛

亥

」

続
日
本
紀
に
は
奉
膳
に
関
す
る
記
事
が
天
平
宝
字
三
年
以
前
に
は
な
い
の
で
、

そ
れ
以
前
高
橋
安
曇
二
氏
が
慣
習
的
に
奉
膳
の
官
職
を
占
め
て
い
た
か
否
か
、

還
に
断
ず
る
を
得
な
い
が
、
以
上
の
例
示
に
よ
っ
て
奈
良
時
代
大
体
高
橋
安
曇

二
氏
よ
り
奉
膳
が
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の

傾
(2) 向
は
平
安
時
代

期
を
通
じ
て
変
ら
な

神

祇

官

神
祇
官
の
四
等
官
の
構
成
は
伯
一
人
、
大
副
・
少
副
各
一
人
、
大
祐
・
少
祐

各
一
人
、
大
史
・
少
史
各
一
人
で
あ
る
が
、
上
例
に
準
じ
て
そ
の
任
命
さ
れ
た

も
の
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
A〉

神

伯

祇

中
臣
朝
臣
意
美
麻
日
(
却
制
限
ι
l
)

中
臣
朝
臣
広
見
(
版
一
斗
加
訂
)
中
臣
朝
臣
名
代

金
干
軒
町
一
)
巨
勢
朝
臣
奈
尽
麻
日
役
立
一
一
ぉ
.
)
石
川
朝
臣
年
足
(
日
用
1
酔
配
)

文
室
真
人
浄
三
(
恨
3
1一
一
一
山
・
)
中
臣
朝
臣
清
麻
呂
(
時
一
清
一
鵬
一
同
.
)
大
中
臣
朝

臣
子
老
(
目
白
臥
宵
)
大
中
臣
朝
臣
諸
魚
(
唯
一
一

rl)

(
B
)

神

祇

大

副

中
臣
朝
臣
人
足
(
古
一
一
白
亡
日
)
菅
生
朝
臣
古
麻
呂
(
一
一

dyw十
)
中
臣
朝
臣
清
麻

呂
(
京
司
一
匹
.
)
中
臣
朝
臣
益
人
会
一
ゴ
叶
刊
・
)
中
臣
朝
臣
清
麻
呂
(
ポ
干
峨
-1

3
中
臣
朝
臣
毛
人
(
吠
一
主
貯
杷
)
加
茂
朝
臣
塩
(
3
4
f熊
丘
)
大
中
臣
朝
臣
子

長
官
害
)
高
賀
茂
朝
臣
諸
魚
(
ヨ

r)賀茂
朝
臣
大
川
(
眠
時
計
)
中
臣

ヘ
延
暦
二
・
J

朝
臣
鷹
主
(
六
・
丙
寅
」

神

祇

少

副

(
C
)
 北

大
文
学
部
紀
要

忌
部
宿
繭
鳥
麻
口
口
(
弐
肝
酔
向
性
問
)
忌
部
宿
禰
普
麻
口
臼
令
官
時
把
)
思
部
宿
禰

人
上
(
雨
情
帽
?
?
)

(
D
〉

神

祇

大

祐

忌
部
宿
禰
人
上
(
嘩
同
遺
骨
)

神

祇

大

史

忌
部
諸
足
へ
天
平
宝
字
五
年
大
)

戸
日
本
古
文
書
十
五
一
、

以
上
の
諸
例
を
見
る
と
、
奈
良
時
代
に
は
神
祇
伯
及
び
大
副
に
は
多
く
中
臣
氏

出
身
の
者
が
任
ぜ
ら
れ
、
少
副
以
下
に
思
部
氏
が
選
任
せ
ら
れ
て
い
た
傾
向
を

(
平
安
時
代
に
な
る
と
、

(
E
)
 

認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

少
副
に
も
中
臣
民
出
身
の

者
が
任
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
〉

間
治
部
省
諸
陵
司

治
部
省
諸
陵
司
の
四
等
官
は
正
一
人
、
佑
一
人
、
令
史
一
人
の
構
成
で
あ
っ

た
が
、
天
平
元
年
八
月
五
日
の
詔
に
よ
っ
て
寮
の
取
扱
に
な
っ
こ
へ
続
日
本
紀
)

T
F令
集
解
」

同
じ
く
奈
良
時
代
諸
陵
寮
の
四
等
官
人
に
な
っ
た
も
の
を
あ
げ
れ
ば
次
の
如
く
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で
あ
る
。

頭

土
師
宿
繭
千
村
(
ポ
干
紅
白
)
角
朝
臣
家
主
(
ヨ

f
計
十
)
土
師
宿
繭
三
日
(
版
干

計
広
.
)
土
師
宿
禰
牛
勝
(
版
一
件
什
凱
・
)
文
室
真
人
子
老
(
官
協
ι遣
に
)
甲
賀
王

3

1
に
わ
)
伊
万
王
(
3
1一
伊
)
浅
井
王
(
唱
講
一
安
)
八
上
王
(
協
同
明
日
?
?
)
調
使

王
(
諮
問

Fr)

(
B
〉

諸

陵

助

土
師
宿
禰
位
(
3
f
T鶏
巳
)
土
師
宿
禰
和
麻
呂
(
也
白
に
わ
)

こ
れ
ら
の
諸
例
に
よ
っ
て
み
る
と
、
諸
陵
寮
の
長
官
に
は
奈
良
時
代
の
中
頃
ま

(
A
)
 
諸

陵



負
名
氏
と
律
令
官
人
制

阿
部

で
は
多
く
土
師
氏
の
者
が
任
命
さ
れ
、
以
後
は
諸
王
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
次
官
た
る
助
の
例
は
僅
か
二
例
の
み

で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
末
期
ま
で
い
ず
れ
も
土
師
氏
の
も
の
が
任
命
さ
れ
て
い

る
。
土
師
氏
が
喪
葬
凶
礼
に
関
与
し
て
い
た
の
は
大
化
前
代
よ
り
そ
の
例
多

く
、
土
師
氏
の
伝
統
的
職
業
が
、
律
令
制
以
後
も
引
き
続
い
て
諸
陵
司
の
長
官

次
官
の
位
置
を
土
師
氏
に
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(4) 

衛

r~ 

府

衛
門
府
の
四
等
官
は
督
一
人
、
佐
一
人
、
大
尉
・
少
尉
各
二
人
、
大
志
・
少

志
各
二
人
の
構
成
で
あ
る
。
上
例
に
な
ら
っ
て
衛
門
府
の
四
等
官
人
を
あ
げ
れ

ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
A
)
 
衛

督

大
伴
宿
繭
男
人
(
却
制
限
L

l

)

長
田
王
(
一
洋
一
研
一
)
高
安
王
(
宮
前
一
安
)
佐
伯
大

夫
(
叩

f
E
.
)佐
伯
宿
禰
常
人
(
日
立
山
杭
.
)
大
伴
古
慈
斐
(
猷
諒
一
)
弓
削
御

浄
朝
臣
浄
人
(
Z
1

一
世
議
ね
)
大
伴
宿
禰
家
持

(
J
i
R
R
]
十
)
大
伴
宿
繭
伯
麻
呂

へ
天
応
一
五
・
)
佐
伯
宿
禰
久
良
麻
呂
へ
延
暦
一
万
・
)
石
上
朝
臣
家
成
へ
延
暦
五
・
)
大
伴

戸

五

・

乙

丑

」

戸

六

・

辛

未

」

戸

一

了

丁

丑

」

一

ノ

宿
繭
潔
足
(
現
官
自
己
紀
朝
巨
木
津
魚
(
現
官
一
計
)

(
B
)

衛

門

佐

佐
味
朝
臣
虫
麻
呂
(
一
一
一
ゴ
?
と
大
伴
宿
禰
一
小
破
し
麻
目
(
弐
一
苫
苦
闘
)
安
倍
朝
臣

小
東
人
(
件
当
一
i
f
鶏
丘
)
栗
田
朝
臣
鷹
守
(
均
一
白
一
字
閏
)
大
中
臣
朝
臣
諸
魚
(
碍
t

pv)藤
原
朝
臣
長
河
(
旭
白
計
百
)
大
伴
宿
繭
弟
麻
目
(
一
一
白
計
十
)
大
中
臣
朝

臣
継
麻
呂
(
訳
語
vr)
藤
原
朝
臣
真
友
(
政
官
一
帽
子
閏
)
紀
朝
臣
広
足
食
品
安
)

藤
原
朝
臣
仲
成
(
班
日
目
白
宋
)
佐
伯
宿
禰
継
成
金
目
一
一
段
)

こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
衛
門
佐
に
於
い
て
は
余
り
顕
著
で
は
な
い
が
、

門

衛
門
督

に
於
い
て
は
大
伴
氏
及
び
佐
伯
氏
の
者
が
多
く
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り

得
る
。
衛
門
府
と
大
化
前
代
の
軍
事
組
織
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な

い
が
、
井
上
光
貞
氏
に
よ
れ
ば
、
衛
門
府
を
ユ
ゲ
イ
ノ
ツ
カ
サ
と
呼
ぶ
こ
と
は

衛
門
府
が
大
化
前
代
の
靭
負
部
と
関
係
の
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
こ
の
靭
負

部
は
大
伴
氏
の
私
民
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
川
需
一
畑
一
誠

司

mr一
叫
ん
都
防
脈
史
)
0

ま
た
弘
仁
二
年
十
一
月
廿
八
日
の
官
府
に
散
位
従
五
位
下

大
伴
宿
禰
真
木
麻
呂
、
右
兵
庫
頭
従
五
位
下
佐
伯
宿
繭
金
山
等
の
解
と
し
て
、

「
己
等
之
祖
室
屋
大
連
公
、
領
ニ
靭
負
三
千
人
一
左
右
分
衛
、
是
以
衛
門
開
聞
、
突

世
相
承
」
と
あ
り
(
鈴
鰭
積
約
)
、
大
伴
佐
伯
両
氏
が
衛
門
の
事
に
関
係
し
た

事
は
江
家
次
第
御
即
位
儀
に
、
「
開
ニ
章
徳
興
礼
両
門
-
、

伴
佐
伯
帯
ν
錦
、
着
ニ

五
位
礼
服
一
、
率
二
門
部
三
人
一
入
ν
自
ニ
両
門
一
、
居
ニ
会
昌
門
内
左
右
府
胡
床
二
一
品

云
、
次
伴
佐
伯
両
門
下
壇
対
一
一
北
面
-
立
、
次
令
-
一
門
部
開
一
ν
門
還
一
一
本
座
一
、
諸
門

両
氏
閉
ν
門
云
云
」
と
あ
り
、
又
延
喜
式
に
も
践
一
昨
大
嘗
祭
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皆
応
各
還
云
云
、

の
儀
に
「
伴
佐
伯
氏
各
二
人
開
一
一
大
嘗
宮
南
門

L
と
あ
り
、
此
等
の
記
事
に
よ

っ
て
大
伴
佐
伯
氏
が
衛
門
に
深
い
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
が
、
そ
れ

は
大
化
前
代
よ
り
の
慣
習
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
せ
ら
れ
る
。

以
上
内
膳
可
・
神
祇
宮
・
諸
陵
寮
・
衛
門
府
等
の
例
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
令

制
の
諸
官
司
の
四
等
官
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
化
前
代
の
特
定
職
業
を
世
襲
し
た

諸
氏
の
も
の
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
み
た
。
而
も
諸
陵
寮
の

場
合
に
於
い
て
は
奈
良
時
代
前
半
期
に
一
一
層
そ
の
傾
向
が
強
い
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
新
し
い
官
制
に
再
編
成
さ
れ
た
場
合
伝
統
的
職
業
が
な
お
し
ば
ら
く
は
諸

氏
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
る
こ
と
の
強
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
官
司
を
除
く
と
、
他
の
諸
官
司
に
於
い
て
は
そ
う
し



た
傾
向
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
令
制
の
基
本
方
針
が
官

位
令
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
官
職
は
官
位
相
当
制
に
よ
っ
て
平
等

に
あ
っ
か
わ
れ
て
お
り
、
又
そ
の
官
人
は
一
定
の
年
数
を
経
て
成
績
審
査
の
後

転
職
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
以
上
四
つ
の
官
司

は
令
制
に
於
い
て
特
殊
の
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
事
情
で
そ
う
な
っ
た
の
か
。
又
諸
他
の
官
司
で
は
そ
の
よ

う
な
事
情
は
全
然
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
次
の
問
題
と
な
る
で
あ

ろ
う
。こ

の
こ
と
を
考
え
る
た
め
、

ま
ず
令
制
の
官
司
を
見
て
新
し
く
設
け
ら
れ
た

官
職
と
大
化
前
代
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
官
職
と
に
分
け
て
み
よ
う
。
そ
の
分

類
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
養
老
職
員
令
を
見
る
と
、
例
え
ば
民

部
省
の
よ
う
に
、
四
等
官
人
・
史
生
・
省
掌
・
使
部
・
直
丁
の
よ
う
な
官
人
構

成
の
も
の
と
、
神
祇
官
の
よ
う
に
、
四
等
官
人
・
神
部
・
ト
部
・
使
部
・
直
丁

と
い
う
よ
う
に
伴
部
を
含
む
も
の
と
に
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
伴
部
は
ト

モ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
と
読
ま
れ
、
大
化
前
代
の
伴
造
と
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
を
基
準
と
し
て
伴
部
を
含
む
官
司
を
あ
げ
れ
ば
、
神
祇

官
・
内
蔵
寮
・
画
工
司
・
内
礼
司
・
治
部
省
・
諸
陵
司
・
造
兵
司
・
鼓
吹
司
・

刑
部
省
・
囚
獄
司
・
大
蔵
省
・
典
鋳
司
・
掃
部
司
・
染
部
司
・
縫
部
司
・
大
膳

職
・
木
工
寮
・
大
炊
寮
・
主
股
寮
・
内
膳
司
・
造
酒
司
・
鍛
冶
司
・
土
工
司
・

采
女
司
・
内
掃
部
司
・
衛
門
府
・
左
馬
寮
等
の
官
司
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
諸
官
司
は
そ
れ
ぞ
れ
伴
部
を
含
む
と
い
っ
て
も
、
そ
の

伴
部
の
内
容
は
一
様
で
な
い
。
主
礼
司
の
主
礼
は
令
集
解
に
「
可
ν
読
ニ
友
造
-
」

ト
モ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
と
読
ん
だ
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
主
礼
に
は

と
あ
っ
て
、

北
大
文
学
部
紀
要

「
主
礼
六
人
、
一
五
以
一
一
大
舎
人
一
為
ν
之
」
(
瑞
何
回
一
昨
'
一
号
)
と
あ
っ
て
大
化
前

代
の
ト
モ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
と
関
係
の
な
い
新
し
い
も
の
も
あ
る
。
又
造
兵
司
雑
工

部
廿
人
は
「
謂
、
此
取
ニ
雑
工
戸
-
而
充
之
」
(
齢
義
)
と
あ
り
、
鍛
冶
司
鍛
部
、

土
工
司
泥
部
等
も
同
様
で
あ
る
(
情
義
)

0

し
か
し
こ
う
し
た
も
の
を
除
く
と
、

各
以
=
負
名
氏
入
色
者
二
伺
ν
之、

不
ν
得
三
輔
取
ニ
白
丁
一
」

「
諸
司
伴
部
者
、

へ
延
喜
式
)
と
あ
る
よ
う
に
負
名
氏
入
色
者
を
以
て
あ
て
て
い
る
o

r
式
部
上
」

献
に
明
ら
か
に
負
名
氏
を
以
つ
で
あ
て
る
と
あ
る
も
の
、
及
び
こ
れ
に
準
ず
る

し
か
し
て
文

神

祇

官

と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
あ
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
令
集
解
讃
説
〕

諸

陵

司

囚

獄

司

掃

部

司

主

殿

寮

内

膳

司

造

酒

司

主

水

司

内
掃
部
司

衛

門

府

左

馬

寮

神
部
土
部
物
部

〔
延
喜
式
式
部
式
〕
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掃
部

1/ 

L.J 

" 

股
部

F 

L.J 

r-、

膳
部

〔
令
集
解
穴
云
〕

酒
部

〔
延
喜
式
式
部
〕

水
部

" 

グ

'-ノ

掃
部

11 

L宇 J

" 

門
部

〔
延
喜
式
兵
部
省
〕

馬
部

〔
延
喜
式
左
右
馬
寮
〕

」
の
表
は
負
名
民
よ
り
と
ら
れ
る
伴
部
と
、

そ
の
所
属
官
司
を
あ
げ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
負
名
氏
と
は
具
体
的
に
ど
の
氏
を
指
す
の
か
、
又
奈
良
時
代
の

頃
そ
れ
ぞ
れ
の
伴
部
の
具
体
例
は
果
し
て
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
ら
の

事
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
論
及
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
こ
こ
に
は
省
略
し



負
名
氏
と
律
令
官
人
制

阿
部

ょ
う
へ
明
木
博
士
記
)

0

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
大
じ
可
代
よ
り
そ
の
職
業
を
世
襲
し
て

F

会

論

文

集

」

イ

一

い
た
伴
部
を
含
む
諸
官
司
の
四
等
官
人
に
は
神
祇
官
・
諸
陵
司
・
内
膳
司
・
衛

門
府
に
つ
い
て
み
た
と
同
様
の
傾
向
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
表
に
あ
げ
た
諸

官
司
に
つ
い
て
み
る
に
、
囚
獄
司
・
掃
部
司
・
主
水
司
に
つ
い
て
は
具
体
的
例

が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

(1) 

殿

主

寮

(
A〉

殿

頭

引
田
朝
臣
虫
麻
口
口
(
双
子
一
正
)
紀
朝
臣
鹿
人
(
一
一
汗
一
計
十
)
車
持
朝
臣
国
人
(
謹
一

千
凱
.
)
鴨
朝
臣
石
角
(
眠
干
計
一
郎
・
)
美
和
真
人
土
生
(
伸
一
世
且
迭
問
)
塩
屋
玉
(
一
官

P)県
犬
養
宿
摘
堅
魚
麻
呂
(
調
官
一
肝
)
布
勢
朝
臣
大
海
(
耳
目
制
一
安
)
巨
勢
朝
臣

家
成
(
班
点
一
白
)
大
宅
朝
臣
広
江
(
北
日
目
前
午
)
岡
田
王

3
f
F
)巨
勢
朝
臣
総
成

争
点
一
日
)

(

B

)

主 主

殿

助

下
道
臣
色
夫
多
(
弐
百
件
薙
拡
)
難
波
連
足
人
(
伸
一
時
f
建一色

主
殿
寮
の
股
部
は
三
代
実
録
一
元
慶
六
年
十
二
月
廿
五
日
条
に
よ
る
と
、

日
置
・

子
部
・
車
持
・
笠
取
・
鴨
五
姓
の
人
を
以
て
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
従

っ
て
前
掲
主
蹴
頭
の
中
に
、
車
持
朝
臣
国
人
・
鴨
朝
臣
石
角
の
名
の
見
え
る
こ

と
は
、
殿
部
と
し
て
の
負
名
氏
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
主
殿
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
よ

う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
全
体
か
ら
見
れ
ば
十
二
名
の
う
ち
僅
か
に
二

名
に
す
ぎ
ず
、

主
殿
寮
の
長
官
に
負
名
氏
を
任
ず
る
慣
習
が
あ
っ
た
と
は
い
い

得
(2) な
し、

ょ
う

思
わ
れ
る。

造
酒
司
!
造
酒
正

真
立
王
(
耳
目
軌
午
)
上
毛
野
坂
本
朝
臣
男
嶋
(
活
白
期
目
)
浄
土
王
(
寺

g
C
)石
城

王
(
目
白
一
官
)
中
臣
丸
朝
臣
馬
主
(
酷
品
目
計
十
・
)
和
朝
臣
家
麻
日
(
北
岡
目
前
十
)
巨
勢

朝
臣
総
成
(
誕
官
凱
宋
)
乙
平
王

3
2日
日

)

造
酒
正
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
史
料
は
主
と
し
て
奈
良
時
代
末
期
の
も
の
で
あ
る

1う1

こ
れ
を
見
る
と
造
酒
正
に
は
多
く
諸
王
が
任
命
さ
れ
て
い
て
、
負
名
氏
と

は
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

削

内

掃

部

司
l

内
掃
部
正

小
塞
宿
禰
弓
張
(
域
応
円
午
)
丹
比
宿
禰
真
浄
(
眼
目
よ
一
五
)
下
毛
野
朝
臣
年
継
(
雌
悟

献
子
)

内
掃
部
司
の
長
官
の
場
合
も
、
主
と
し
て
史
料
は
奈
良
時
代
末
期
の
も
の
に
限

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
負
名
氏
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

左
馬
寮
!
左
馬
頭

坂
上
王
(
理
主
語
ギ
)
牟
都
支
王
(
科
堵
ι
法一丘)

間

右

馬

寮

l
右
馬
頭

下
毛
野
朝
臣
多
具
比
(
弐
用
1
諒
一
同
)
笠
朝
臣
望
足
(
立
品
目
航
7
T
)

左
馬
寮
・
右
馬
寮
の
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
左
馬
寮
で
は
そ
の
長
官
は
諸
王
出

(4) 
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身
で
あ
り
、

右
馬
寮
に
於
い
て
も
負
名
氏
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
を
得
な
い
。

こ
れ
ら
主
股
寮
・
造
酒
司
・
内
掃
部
司
・
馬
寮
等
の
長
官
或
い
は
次
官
に
は
負

名
氏
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
又
先
に
述
べ
た
如
く
囚
獄
可
・
掃

部
司
・
主
水
可
に
つ
い
て
は
具
体
的
例
が
少
な
く
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
同

様
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。
そ
う
す
る
と
最
初
に
あ
げ
た
神
祇
官
・
諸

陵
司
・
内
膳
司
・
衛
門
府
等
の
例
は
矢
張
り
特
殊
の
例
で
あ
る
と
い
っ
た
方
が

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
神
祇
官
等
の
四
等
官
人
に
は
負
名
氏

の
も
の
が
多
く
任
命
せ
ら
れ
、
他
の
場
合
に
は
伴
部
に
負
名
氏
を
と
り
な
が



ら
、
四
等
官
人
に
は
負
名
氏
を
任
命
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由

は
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、
大
化
二
年
八
月
の
詔
に
臣
連
伴
造
国
造
に
対
し
て
、

彼
等
の
所
有
す
る
口
間
部
を
廃
止
す
る
か
わ
り
に
新
し
い
官
職
を
与
え
る
と
約

束
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
次
第
に
伴
造
等
は
官
人
と
し
て
の
地
位
か
ら
離
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
天
武
天
皇
の
時
代

改
賜
姓
に
あ
づ
か
っ
た
伴
造
の
う
ち
、
奈
良
時
代
の
文
献
乃
至
姓
氏
録
に
そ
の

氏
の
名
す
ら
見
え
な
い
氏
の
多
い
こ
と
が
そ
の
こ
と
を
証
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
(
柑
許
諾
ず
一
鴨
川
鰐
」
)

o

勿
論
神
祇
官
・
諸
陵
司
・
内
膳
司
・
衛
門
府
の

職
掌
の
特
殊
性
と
い
う
こ
と
も
充
分
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
こ
と
は
、
律
令
官
制
に
お
い
て
は
大
化
前
代
そ
れ
ぞ
れ
の
伴
造

が
世
襲
し
て
い
た
職
業
を
、

か
な
り
そ
の
官
制
の
中
に
取
り
入
れ
、
実
際
の
仕

事
に
従
事
す
る
伴
部
に
は
大
化
前
代
よ
り
の
負
名
氏
の
も
の
を
任
用
し
な
が
ら

上
級
の
四
等
官
人
に
は
負
名
氏
と
関
係
な
い
少
数
貴
族
層
を
以
っ
て
あ
て
た
こ

と
を
述
べ
た
。
し
か
し
少
く
と
も
伴
部
は
平
安
時
代
ま
で
負
名
氏
の
も
の
を
以

っ
て
あ
て
る
よ
う
屡
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、
伴
部
の
属
す
る
四
等
官
人
の
中

に
負
名
氏
の
も
の
の
い
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
便
利
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

四
等
官
人
の
う
ち
下
級
の
も
の
に
は
負
名
氏
の
も
の
が
任
用
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
も
な
い
で
は
な
い
。

例
え
ば
延
喜
式
践
酢
大
嘗
祭
に
「
(
前
略
)
薦
一
一
悠
紀
御
膳
一
、
行
立
次
第
〈
中

略
)
次
采
女
司
采
女
朝
臣
二
人
酔
腕
」
と
あ
っ
て
采
女
司
に
は
采
女
朝
臣
の
も

の
二
名
が
い
た
よ
う
で
あ
り
、
采
女
式
に
は
「
凡
諸
節
会
日
、
正
及
令
史
供
二

北
大
文
学
部
紀
要

奉
御
膳
前
一
令
史
用
二
釆
」
と
あ
っ
て
、

-
女
朝
臣
氏
一

朝
臣
氏
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
令
史
は
主
典
の
地
位
で
あ
り
、

掌
は
一
般
的
に
は
「
掌
下
受
事
上
抄
、
勘
二
署
文
案
一
、
検
一
一
出
稽
失
一

文
上
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

采
女
司
の
令
史
に
は
慣
習
と
し
て
采
女

そ
の
職

読
申
申
公

采
女
朝
臣
氏
は
そ
の
氏
の
名
か
ら
も
、

又
朱
鳥

元
年
天
武
天
皇
崩
御
に
際
し
て
、

「
直
大
蜂
采
女
朝
臣
筑
羅
詠
一
一
内
命
婦
事
一
L

と
あ
る
ご
と
か
ら
も
古
く
か
ら
采
女
の
こ
と
を
掌
っ
て
い
た
氏
と
考
え
ら
れ

る
。
采
女
司
の
四
等
官
人
の
例
は
具
体
例
が
少
な
く
て
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な

い
が
、
「
令
史
用
二
采
女
朝
臣
氏
こ
と
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
四
等
官
人
の
う

ち
下
級
の
も
の
に
負
名
氏
を
任
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
采

女
司
に
於
け
る
采
女
朝
臣
と
似
た
こ
と
が
主
水
司
の
水
取
連
に
つ
い
て
も
い
い

得
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
同
じ
践
一
昨
大
嘗
祭
式
の
悠
紀
御
膳
を
薦
め
る
行
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立
次
第
の
条
に
「
次
主
水
司
水
取
連
一
人
帖
水
部
一
人
腕
」

司
の
中
に
水
取
連
の
も
の
が
い
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
例
は
僅
か
一
例
で
あ
る
が
貞
観
六
年
八
月
条
に
「
左
京
人
主
水
令
史

と
あ
っ
て
主
水

正
七
位
下
水
取
連
継
人
」
と
あ
っ
て
主
水
司
の
下
級
官
人
に
負
名
氏
た
る
水
取

連
の
も
の
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

采
女
司
や
主
水
司
の
場
合
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
が
他
の
官
司
に
於
い
て

も
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
些
細
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
次
の
如
き
例
は
参

考
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
天
平
十
七
年
の
造
酒
司
解
に
は
「
正
八
位
下
行

員
外
令
史
日
下
部
酒
人
連
長
人
L

(

ヰ
バ
貯
立
時
)
と
あ
り
、
同
年
の
内
掃
部

司
解
に
は
「
正
七
位
行
令
史
掃
守
連
故
」
(
弐
壮
一
一
位
一
語
)
と
あ
っ
て
、
造
酒
司
、

内
掃
部
司
の
下
級
四
等
官
人
に
負
名
氏
の
も
の
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知

り
得
る
。
こ
れ
ら
は
偶
然
的
な
例
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
当
時
の
一
般
例
と
は



負
名
氏
と
律
令
官
人
制

阿
部

な
し
難
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
蔭
位
や
位
子
に
よ
っ
て
官
人
と
な
る
場
合

に
も
、
又
伴
部
が
位
階
を
得
て
四
等
官
職
に
就
く
場
合
、

そ
の
伴
部
の
属
す
る

官
司
に
属
す
る
こ
と
が
何
か
と
便
宜
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
祭
肥
や
特
殊
技
術
に
関
し
て
は
平
安
時
代
に
至
る
ま
で

古
い
伝
統
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
践

一
肝
大
嘗
祭
に
あ
た
っ
て
、
「
石
上
、
榎
井
二
氏
各
二
人
皆
朝
服
、
率
二
内
物
部
四
十

人
一
、
立
一
一
大
嘗
宮
南
北
門
神
楯
戟

L
と
あ
る
こ
と
や
、
「
伴
宿
禰
一
人
、
佐
伯
宿

繭
一
人
、
各
率
二
門
部
八
人

L
と
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
令
制
の
中
に
組

か
つ
て
の
伴
造
が
官
人
的
な
立
場
を
超
え
て
引
率
し
た

み
こ
ま
れ
た
伴
部
を
、

例
で
あ
ろ
う
。
内
物
部
は
令
義
解
及
び
集
解
古
記
の
註
で
は
衛
門
府
の
物
部
を

呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
門
部
も
同
じ
く
衛
門
府
に
属
し
て
い
る
。
従
っ
て

衛
門
府
の
四
等
官
人
に
物
部
氏
、
大
伴
氏
佐
伯
氏
の
も
の
を
以
っ
て
任
ず
る
こ

と
が
種
々
便
宜
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
践
酢
大
嘗
祭
の
如
き
儀
式
に
物
部
氏

や
大
伴
佐
伯
氏
が
古
い
伝
統
に
よ
っ
て
行
事
を
分
担
し
て
い
た
こ
と
は
上
に
見

た
如
く
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
儀
式
や
祭
把
に
古
い
伝
統
が
生
き
つ
や
つ
け
て
い

た
こ
と
は
例
が
多
い
。
忌
火
庭
火
祭
の
ト
戸
坐
一
人
は
山
城
国
愛
宕
郡
鴨
県
主

氏
童
子
が
こ
れ
に
な
り
、
火
恒
二
人
は
同
国
葛
野
郡
秦
氏
童
女
が
そ
れ
に
な
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
議
喜
)
。
四
月
九
日
の
神
衣
祭
に
あ
た
っ
て
は
、
和
妙
は

服
部
氏
、
荒
妙
は
麻
続
氏
が
作
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
六
月
晦
日
の
大
献
に

於
け
る
五
色
簿
施
を
始
め
、
金
銀
塗
人
像
は
東
西
文
部
の
預
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
(
誕
喜
)

o

又
大
嘗
祭
の
儀
に
用
い
る
党
廿
口
、
比
良
加
一
百
口
、
靖
二
百
口

五
色
薄
縄
各
一
ニ
尺
、
倭
文
三
尺
、
木
綿
・
麻
各
一
斤
・
葉
薦
一
枚
、
鐸
・
斧
・
小
斧

各
二
具
、
鎌
二
張
は
淡
路
国
を
し
て
作
ら
し
め
、
造
り
お
わ
っ
て
当
国
の
凡
直

氏
一
人
が
木
綿
撃
を
つ
け
て
賢
木
を
執
っ
て
引
導
せ
し
め
た
し
(
雄
喜
)
、
大
嘗

官
の
南
北
門
に
建
て
る
神
楯
四
枚
、
戟
八
竿
は
兵
庫
寮
を
し
て
造
ら
し
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
楯
は
丹
波
国
楯
縫
氏
が
作
り
、
戟
は
紀
伊
国
忌
部
氏
が

作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
(
雄
喜
)
o

か
く
の
如
く
儀
式
や
祭
間
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
行
事
の
分
担
、
器
具
の
製
作
等
に
古
く
か
ら
定
め
ら
れ
た
氏
が
そ
の
職
掌

を
遂
行
す
る
記
事
は
尚
数
多
く
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

特
殊
な
技
術
的
職
業
は
令
制
の
中
に
数
多
く
の
品
部
雑
戸
と
し
て
一
般
公
民

と
区
別
し
て
特
殊
な
職
業
を
世
襲
せ
し
め
た
こ
と
は
周
く
知
ら
れ
て
い
る
如
く

で
あ
る
。
天
平
十
六
年
二
月
に
至
っ
て
馬
飼
雑
戸
を
免
じ
て
平
民
と
同
じ
く
し

た
場
合
に
も
「
既
免
之
後
、
汝
等
手
伎
如
不
ν
伝
=
習
子
孫
-
、

子
孫
弥
降
一
一
前

姓
一
、
欲
ν
従
ニ
卑
品
一
」
と
述
べ
て
そ
の
技
術
を
世
襲
せ
し
め
て
い
る
。
こ
う
し
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た
社
会
的
風
潮
が
次
に
述
べ
る
伴
部
に
長
く
負
名
氏
を
以
っ
て
任
ず
る
こ
と
を

可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
し
、
又
律
令
時
代
の
下
級
官
人
に
伝
統
的
負
名
氏

を
も
っ
て
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

律
令
官
人
と
い
っ
て
も
勿
論
様
々
で
あ
る
。
が
官
位
令
に
定
め
ら
れ
た
官
位

相
当
の
制
は
特
殊
な
氏
を
し
て
特
殊
な
官
職
に
当
て
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
多
く
の
四
等
官
人
は
特
殊
な
氏
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
第
一
項
に
見
た
ご
と
き
神
祇
官
・
諸
陵

司
・
内
膳
司
・
衛
門
府
等
の
例
は
特
殊
な
例
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
諸

司
の
四
等
官
人
の
う
ち
で
も
下
級
の
職
員
の
う
ち
に
は
采
女
司
・
主
水
司
・
造

主
司
・
内
掃
守
司
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
大
化
前
代
の
負
名
氏
が
任
ぜ
ら
れ
る
こ

と
が
か
な
り
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
律
令
官

人
が
そ
の
出
自
に
よ
っ
て
そ
の
昇
り
得
る
位
階
に
限
度
が
あ
っ
た
こ
と
と
相
関



連
し
て
古
来
の
伝
統
が
可
成
り
強
く
律
令
官
人
制
に
作
用
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

伴
部
に
つ
い
て
は
先
に
既
に
若
干
述
べ
た
が
、
こ
の
伴
部
は
律
令
官
人
の
中

に
あ
っ
て
最
下
層
の
官
人
で
あ
り
、
番
上
官
で
あ
っ
た
。
令
制
の
中
の
伴
部

の
種
類
は
二
十
余
あ
り
、
そ
の
定
員
は
種
別
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
全
体
で
は

二
千
人
を
超
え
る
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伴
部
は
先
に
述
べ
た
如
く

大
舎
人
を
以
て
あ
て
ら
れ
た
も
の
、
口
間
部
雑
戸
よ
り
選
ば
れ
る
も
の
も
あ
っ
た

が
、
大
部
分
は
負
名
氏
入
色
の
も
の
を
以
っ
て
補
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

延
喜
式
部
式
に
「
諸
司
伴
部
者
各
以
ニ
負
名
氏
入
色
者
-
補
ν
之
、
不
ν
得
三
輔
取
一
一

白
丁
¥
若
其
氏
無
ニ
入
色
}
者
、
本
司
録
ν
状
請
ニ
官
処
分
L
と
あ
る
の
は
、
奈

良
時
代
よ
り
平
安
時
代
に
か
け
、
日
間
部
雑
戸
の
身
分
は
大
部
分
な
く
な
り
、
伴

部
を
品
部
雑
戸
よ
り
取
る
規
定
も
自
然
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う

が
(
誠
一
時
間
姉
崎
与
一
銃
一
献
鮒
一
鴇
盟
小
の
)
平
安
時
代
ま
で
続
い
た
大
部
分
の
伴

部
は
負
名
氏
よ
り
選
ば
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
伴
部

の
具
体
的
例
を
あ
げ
、
負
名
民
と
は
如
何
な
る
氏
々
で
あ
る
か
を
記
述
す
べ
き

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
別
に
考
え
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
そ
れ

を
省
略
し
、
主
と
し
て
負
名
氏
の
没
落
を
中
心
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

い
ま
述
べ
た
伴
部
は
負
名
入
色
者
を
以
っ
て
補
す
と
あ
る
延
喜
式
の
文
の
次

に
「
若
其
氏
無
ニ
入
色
-
者
、
本
司
録
ν
状
請
ニ
官
処
分
L

主
あ
っ
て
、

」
れ
か

ら
す
る
と
負
名
氏
の
伴
部
希
望
者
が
次
第
に
少
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
じ
式
部
式
に
「
但
主
殿
寮
殿
部
、
掃
部
寮
掃

北
大
文
学
部
紀
要

部
、
主
水
司
水
部
並
取
ニ
負
名
外
異
姓
白
丁
五
人
一
、
預
ニ
勘
籍
例
-
、
亦
主
殿
寮

股
部
十
人
、
造
酒
司
酒
部
廿
人
、

の
や
、

並
負
名
外
取
一
一
異
姓
入
色
-
補
v
之」

「
囚
獄
司
物
部
者
通
ニ
取
負
名
氏
井
他
氏
白
丁
-
、

と
あ
る

(
中
略
)
東
西
市
亦

取
ニ
負
名
民
入
色
十
人
白
丁
十
人

L
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
名
負
伴
部
の
欠
乏
の
記
事
は
文
献
に
見
る

限
り
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
o

即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

天
長
八
年
二
月
十
五
日
、
通
ニ
取
他
氏
廿
人
-
、
補
ニ
造
酒
司
名
負
酒
部
闘
-
、

見
直
少
数
、
供
事
多
一
闘
也
(
議
一
一
世
史
)

凶
天
長
八
年
二
月
十
六
日
、
囚
獄
司
物
部
定
額
四
十
人
、
依
v
無
二
名
負
氏
入
色

人
ヘ
通
ニ
取
他
氏
一
、
早
補
ニ
十
人
之
員
ヘ
兼
皆
令
ν
帯
ニ
兵
伏
一
無
v
人
ニ
分

番
一
、
不
ν
場
ν
充
ν
事
也
(
護
活
一
史
)

承
和
六
年
八
月
十
四
日
、
(
殿
部
)
補
ニ
異
姓
白
丁
五
人
-
(
宮
地
中
一
一
語
盟
問
)

元
慶
六
年
十
二
月
廿
五
日
、
聴
下
主
殿
寮
殿
部
十
人
以
ニ
異
姓
入
色
-
加
中
補

(1) 
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l3) (4) 
其
闘
よ
、
先
v
是
、
宮
内
省
言
、
主
殿
寮
検
ニ
職
員
令
一
、
殿
部
四
十
人
、
以

-B

置
子
部
車
持
笠
取
鴨
五
姓
人
一
為
ν
之
、
今
代
或
氏
挙
家
絶
滅
、
或
民
無
ν
心
ν

直
ν
寮
、
因
ν
諒
差
役
雑
事
常
煩
ニ
人
乏
-
、
為
ν
済
-
公
事
-
仮
ニ
補
異
姓
-
、
功

積
労
成
移
一
一
式
部
省
-
、
市
称
ν
不
ν
載
一
一
考
帳
-
常
事
ニ
勘
却
一
、
望
請
承
和
六
年

充
ニ
補
十
人
一
、

其
遺
廿
五
人
待
ニ

八
月
十
四
日
補
ニ
異
姓
白
丁
五
人
-
之
外
、

五
姓
人
-
以
補
ν
之
、
従
之
。

こ
れ
ら
の
文
献
を
先
の
延
喜
式
の
文
と
合
せ
て
み
る
と
、
主
股
寮
股
部
・
掃
部

寮
掃
部
・
主
水
司
水
部
・
造
酒
司
酒
部
・
囚
獄
司
物
部
等
は
平
安
時
代
に
な
る

と
次
第
に
名
負
伴
部
が
闘
乏
し
、
異
姓
白
丁
を
以
っ
て
そ
の
闘
を
補
う
に
至
っ

た
事
情
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
掃
部
・
水
部
に
異
姓
白
丁
五
人
を
取
る
に
至



負
名
氏
と
律
令
官
人
制

阿
部

っ
た
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
他
と
比
較
し
て
こ
れ
を
平
安
時
代
初
期
に
あ

て
る
こ
と
は
ほ
ぼ
許
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
異
姓
白
丁
を
以
っ
て

名
負
伴
部
の
闘
を
補
う
に
至
っ
た
事
情
は

「
或
氏
挙
家
絶
滅
、

或

氏

無
ν
心
ν

直
ν
寮
」
と
か

「
見
直
少
数

供
事
多
闘
」

と
見
え
て
い
る
よ
う
に
負
名
氏
の

家
の
絶
滅
及
び
伴
部
と
し
て
官
司
に
奉
仕
す
る
意
慾
の
欠
乏
の
た
め
で
あ
っ

た。
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
「
挙
家
絶
滅
」
し
或
い
は

「無
ν
心
ν
直
ν
寮
」
き
状
態

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
伴
部
の
生
活
の
実
態

を
み
る
必
要
が
あ
る
。
併
し
残
念
な
が
ら
負
名
氏
伴
部
の
実
態
を
示
す
具
体
例

が
見
当
ら
な
い
の
で
、

こ
こ
に
は
伴
部
に
類
似
し
た
例
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
を

推
測
す
る
こ
と
と
す
る
。
野
村
忠
夫
氏
が
律
令
下
層
官
人
の
例
と
し
て
研
究
し

た
装
減
生
秦
常
忌
寸
秋
庭
の
場
合
は
そ
の
具
体
的
生
活
面
で
伴
部
の
生
活
に
近

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
養
老
令
の
図
書
寮
に
は
頭
・
助
・
(
大
少
)
允
・
(
大

少
)
属
の
四
等
官
人
の
下
に
写
書
手

(
二
十
人
)
装
横
手
(
四
人
)
造
紙
手

(
四
人
)
造
筆
手
(
十
人
)
造
墨
手
(
四
人
)
が
あ
り
、

そ
の
下
に
使
部
直
丁

紙
戸
が
あ
る
。
こ
れ
ら
写
書
手
装
横
手
等
の
宮
司
の
中
に
記
述
せ
ら
れ
た
位
置

は
他
の
官
司
に
於
け
る
伴
部
の
位
置
と
同
じ
で
あ
り
、
更
に
同
じ
く
番
上
官
で

あ
る
こ
と
も
そ
の
待
遇
の
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
市
し
て
装
演

手
は
大
宝
令
で
は
装
満
生
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
野
村
氏
の
考
察
し
た

装
演
生
秦
常
忌
寸
秋
庭
の
生
活
は
ほ
ぼ
他
の
諸
司
の
伴
部
の
生
活
を
推
測
せ
し

め
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
野
村
氏
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
秦
常
氏

は
秦
氏
の
系
統
に
属
す
る
氏
で
、
技
術
的
下
層
官
人
若
し
く
は
鋳
工
と
い
っ
た

技
術
工
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
秦
常
氏
出
身
で
あ
る
秋
庭
は
文
武
天
皇
四
年
に

生
ま
れ
、
二
十
五
歳
前
後
で
出
身
し
、

天
平
五
年
頃
ま
で
図
書
寮
番
上
装
満
生

と
し
て
出
仕
し
、
神
亀
五
年
よ
り
天
平
五
年
ま
で
の
聞
に
三
十
歳
前
後
で
内
分

番
の
考
満
ち
て
少
初
位
上
に
初
叙
さ
れ
、
天
平
勝
宝
二
年
五
十
二
蔵
で
散
位
従

七
位
上
と
な
り
、
そ
の
後
数
年
に
し
て
奈
良
時
代
の
史
料
か
ら
姿
を
消
し
て
い

る
。
而
し
て
一
方
天
平
五
年
の
右
京
計
帳
に
は
、
彼
の
家
族
の
構
成
員
が
見
え

て
い
て
、

そ
の
戸
口
数
二
十
八
人
、
正
丁
数
四
!
五
人
で
あ
る
が
、

」
の
数
は

当
時
の
最
も
標
準
的
な
郷
戸
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
図
書
寮
番
上
装
横
生

と
し
て
出
身
し
、
信
役
を
免
ぜ
ら
れ
、
少
初
位
と
し
て
の
若
干
の
季
禄
を
受
け

そ
の
生
活
の
基
本
的
部
分
は
戸
口
が
耕
す
班
田
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
へ
野
村
忠
夫
「
律
令
官
人
構
成
に
つ
い
)
0

こ
の
秋
庭
に
見
ら
れ
る
よ
う

戸
て
の
序
章
」
書
陵
部
紀
要
四
号
、
、

な
状
態
が
恐
ら
く
伴
部
と
し
て
の
律
令
下
層
官
人
の
一
般
的
な
姿
で
あ
っ
た
ろ

て
い
た
が
、
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う

伴
部
の
出
身
に
つ
い
て
は
選
叙
令
の

皆
限
-
一
年
廿
五
以

「
凡
授
ν
位
者
、

上
こ

と
あ
る
の
に
つ
い
て
義
解
は

と
あ

「
謂
入
色
年
限
起
ν
自
二
十
七
一
也
」

り
、
集
解
の
釈
に
は

「
文
限
-
一
廿
五
一

(
一
五
一
玄
)

但
別
勅
才
伎
長
上
及
中
官
舎

人
、
諸
司
伴
部
帳
内
資
人
等
之
類
、
皆
限
一
一
年
十
七
一
出
身
、
廿
五
叙
位
耳
」
と

あ
り
、
古
記
に
は
「
依
ν
令
八
考
成
選
、
十
七
年
之
出
身
、
依
ν
格
六
考
成
選
十

九
年
出
身
耳
。
」
と
あ
っ
て
十
九
歳
位
で
出
身
し
得
た
が
、

そ
の
昇
進
過
程
は

ほ
ぼ
秋
庭
と
同
じ
程
度
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
そ
の
俸
禄
は
極
め
て
僅
か
で

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
極
め
て
僅
か
の
俸
禄
で
特
権
と
し
て
は
謀
役
を
免
除
さ
れ
る
だ

「
無
心
直
寮
」

け
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

き
状
態
に
至
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。
更
に
彼
等
の
生
活
の
基
礎
が
家
族
の
働
く
班
田
耕
作
に
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、

班
田
制
度
の
崩
壊
と
共
に
「
挙
家
絶
滅
」
と
い
う
事
態
も
た
だ



の
文
飾
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
に
は
絶
戸
田
が
屡
々
問
題
と
な

る
が
、
貞
観
三
年
六
月
甲
辰
朔
条
に
は
「
詔
ニ
民
部
省
一
、
除
二
棄
大
中
臣
中
臣
両

氏
絶
戸
井
無
身
戸
、
左
右
京
職
惣
一
百
品
川
七
畑
-
(
後
略
)
」
と
見
え
て
い
て
、

京
中
に
大
中
臣
中
臣
両
氏
の
絶
戸
無
身
戸
百
三
十
七
畑
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て

い
る
。
負
名
氏
伴
部
も
こ
う
し
た
班
田
制
崩
壊
の
う
ち
に
「
挙
家
絶
滅
」
す
る

家
、
が
か
な
り
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
事
態
に
立
ち
い
た
っ
て
政
府
は
必
要
な
伴
部
を
確
保
す
る
た
め
、

「
異
姓
入
色
」
或
い
は
白
丁
を
以
っ
て
名
負
伴
部
の
欠
に
あ
て
ん
と
し
た
し
、

又
伴
部
に
時
服
を
与
え
て
優
遇
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
伴
部
に
時
服
を
与

え
る
こ
と
は
、
延
暦
十
七
年
大
蔵
省
の
蔵
部
に
与
え
た
こ
と
を
初
見
と
す
る

が
(
醐
一
喝
功
一
一
能
告
)
、
大
同
年
間
諸
司
史
生
以
下
雑
色
人
以
上
に
賜
う
時
服

井
月
料
の
法
を
定
め
(
紅
一
龍
一
献
何
一
子
刊
一
誠
)
、
諸
官
司
の
定
員
数
は
延
喜
式

の
中
務
省
に
あ
げ
て
あ
る
。
そ
し
て
更
に
元
慶
か
ら
仁
和
に
か
け
て
は
番
上
料

と
し
て
官
田
を
置
い
て
い
る
。
即
ち
仁
和
四
年
七
月
廿
一
二
日
に
は
内
膳
司
番
上

料
と
し
て
山
城
国
官
田
一
町
百
廿
二
歩
を
充
て
、
同
年
十
二
月
廿
五
日
に
は
主

股
寮
殿
部
廿
人
の
根
料
と
し
て
山
城
固
に
廿
一
町
二
段
百
歩
の
地
が
あ
て
ら
れ

c
、
5
ヘ
三
代
格
J
o

V
L
2
1
f
十
五
、

負
名
氏
伴
部
の
没
落
と
、
伴
部
欠
乏
に
対
す
る
政
府
の
努
力
は
以
上
の
如
く

で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
問
題
な
の
は
政
府
は
何
故
負
名
氏
に
か
く
も
執
着
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
希
望
者
が
あ
れ
ば
負
名
氏
で
な
く
て
一
般
の
白
丁
か
ら
伴
部

を
採
用
し
て
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る

と
き
、
負
名
氏
と
い
う
言
葉
が
多
く
平
安
時
代
初
期
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

注
意
せ
ら
れ
る
。
単
に
負
名
氏
か
ら
伴
部
を
取
る
こ
と
が
祖
先
の
職
業
と
関
連

北
大
文
学
部
紀
要

し
て
便
宜
で
あ
っ
た
と
い
う
以
上
に
、

う
と
の
考
え
が
強
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
負
名
氏
伴
部
を
維
持
し
ょ

期
の
旧
制
度
維
持
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
平
安
時
代
初
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